ぺペロンチーノ平凡短歌集

105号

僕と月どちらの方があなぼこでどちらの方が孤独だろうか

あてもなく新月探す揚羽蝶夜に流せよ蛍光塗料

あこがれのあの娘がおんなになったのはナナカマド紅く色づいたころ

８ミリの蟻を殺戮する君は心晴れるかいいえ晴れぬと

カニカマを猫に与えて膝の上月がきれいな十五夜だこと

Tabula Rasa3

「告れよ」と笑ってお前は言うけれど知ってるんだぜ三角関係

「明日やる」と言ってあしたも「明日やる」と床屋爪切り愛の告白

朝焼けの光が僕を突き刺して今日も狼狽明日も狼狽

チョモランマ越えてあなたにくびったけ零時丁度に呼び鈴鳴らす

こんなはずじゃなかったんだと泣きながら東京名物牛丼大盛

三原色虚ろに光る液晶の笑顔が下手くそ「あの人は今」

「将来のゆめは不老不死です」と書いた作文練炭に燃ゆ

「本日はお日柄もよく」と曇天に仲人役で出たくはなかった

「残酷なことがしたい」と言いながら君はキャベツをざくざく刻む

スケキヨのマスクべりべり剥がされてブラックホール解明される

風呂桶は棺桶ですか音もなく単語帳はちょうちょみたいに

家庭用動物奴隷販売店ジャンガリアンハムスター五〇〇円

106号
桜並木　歩けば孵る６Ｐのタマゴパックに眠れる雛よ

この川に散った花びら揺れながら太平洋を埋めるのでしょう

人類の誕生以来初めてのイチゴ以外のジャムパンを食う

死んで死んで死んで死んでしまいたいおれの息子を見ることもなく

「わたしメリー。あなたを包囲しているの。両手をあげて出ていらっしゃい」

のばされたあなたの小指へし折って先へ進むわ青春街道

永遠に四月が続いているように永遠に友達ができない

「死ねるもんなら死んでみな」春の野に駆け抜ける風どこまでも澄み

音楽隊（ブレーメン）引き連れ歩くあぜ道を　おはようみなさんもう春ですよ

ひらがなをたくさんつかえばあなたでもやさしくなれるとだれかがいった

はじめての相手は先輩だったけど、それでよかったのかな、なんて

「さつきメイ、どちらも五月！」とうれしげにしゃべるあなたの顔見れば春

107号

それは夜或いは愛さ指差しでばらばらにするチュッパチャップス

「星が先？　それとも金平糖が先？」月光で虹が輝く夜に

よすがらの果てに昇れる太陽の下で堂々海へゆこうよ

僕はまだ１６だから市役所にセンチメンタル・ジャーニー届

わかりづらい比喩を使って右の手の「殺してやる」を伝える話

わかりづらい比喩を使って左手の「愛しています」を伝える話

三日月の静夜に去りし我が猫と国道５９号で逢う

鼻水を互いに拭えるほどの愛（ただしいつもは自分で拭いて）

世界平和が訪れてもう二度と東京都庁はロボにならない

八月の第一土曜に髪切って残念無念な僕にサヨナラ

寝たふりが下手なあなたの寝がえりを見つつ回すのミキサー強で

一滴の涙落ちればごおごおと廻りはじめる洗濯機の夜

星空の歯車（ギア）に瞼を潰されて溶けてなくなる手の中のチョコ

ひとりずつ夏が終わって明日からちがうにおいの風の吹きける
108号

裏道を往く子供らの歓声が鴎に変わる夕靄の中

世界平和が訪れてウルトラマンお鍋のアクを黙々回収

世界平和が訪れてライダーはジャンプ枕に炬燵で寝んね

ゲシュタルト崩壊の夜に降り積もる全国各地のクラムボンたち

自惚れの扁桃腺を朱に染まる顔したおんながなぞれる師走

落ち葉かと思へば此れは太陽に向かつて飛んだ蛾の欠片である

富士の樹海にお菓子の家が建っているって画像添付で私の父が

じぶんでもわからないまま狂ってる蝶の軌道の方程式は

「こだわりのトマトなんです」にっこりとドラキュラ夫妻の八重歯がキラリ

人魚姫金髪王子に恋をして人魚王子の果たされぬ恋

飼い犬の亡骸抱えて見上げればクリスマスツリーの星は静かに

芸術的蜘蛛の巣に石投げ込んで岡本太郎が高笑いする

月がきれい星もきれいねわたくしは光ってますか神さまこたえて

<天使（敬称略）>　　　　　　　　　

「朝顔を一日咲かせるなんてことアタシにとっちゃ朝飯前よ」

神さへも冒瀆しやうススキノで坊さん修道女（シスター）合コンをする

高速のサービスエリアの片隅で甲虫天使の微かな羽音　　　　　　　

はりぼての星夜手のひら冷たくて「神は死んだ」と君はつぶやく

「今だけは天使やめます」机には百均宴会グッズがずらり

二日酔いの天使がげえげえ吐いているツルハの鶴も飛び立つ朝に

Ｇ‐ＳＨＯＣＫ噛み砕いてよさもないと天使がとんこつラーメンを食う

ハイキック　おまえが好きだスパッツの黒が白目をぎゅんぎゅん染める

天使羽毛布団製造会社より錆びたリングが転がってくる

「なあ天使、いつになったらその羽と背中の境目見せてくれるの？」

あれはもう僕の知ってる天使じゃない円周率を延々叫ぶ

ほんじつのじゅぎょうのおわりのせんせいのちいさなつぶやき（敬称略）は

「天使って幽霊なの？」と澄んだ瞳向ければたちまち煙になった

天使消えし後も一日咲き誇る朝顔だったなにかの碧さ

Tabula Rasa4　<Family>
世界平和が訪れて泣きながらショッカー 娘の卒業式へ

ファミレスの衝立越しにかぷかぷと笑う声あり星の賢治忌

柵を越えられない羊を寄せ集め「ごわごわする」って笑いつつ寝る

都合良く風邪を引きたい日もあるし都合良く君に逢いたい日もある

しあわせの練習としてハッピーターン中毒患者の一員になる

楽しいね　両手両足放ってもコーヒーカップは回りつづけて

けだものになった二匹が寄り添って始発のＴＯＨＯ　ＬＩＮＥで眠る

砂浜に打ち上げられたくまのぬいぐるみに蒼い月光が射す

月光を溜めて雪原光り出す天使がいたってわからぬほどに

電線より鳥飛び立ってわたくしに雪の降りける洗礼のごと

「あの春の時点じゃ毎日笑ってたってことが意外で仕方がないね」

瓶入りのコーラ、オレンジ、スプライト　涙に味があってもいいさ

淋しさの粒子てらてら身に纏いタラコパスタが湯気立つてゐる

ミラノ風ドリアのチーズ伸ばしつつ永遠について語ろう今夜

「最後だし苺フェアだしあのでかいイチゴパフェとか食べてみようよ」

会計のベル鳴り止んで今　正に僕らは赤の他人になった

三月のゆるいひかりに身をおいて僕ら等しく胎児に戻る

冬の夜のひかりは全部まぼろしでこのファミレスも僕達も嘘

109号  <沈丁花>

いつかまた恥ずかしそうに笑ってね春一番に咲く花のよに

選択を間違いつづけた人のため死刑執行ボタンは光る

自転車用横断歩道を駆け足で渡ればそうさ俺も自転車

冬の朝ふたり同時に目覚めたらねぐせあたまでＥ．Ｔ．しよう

日本国旗混ぜてピンクをつくったら　おれがおまえの灯台になる

星空を見飽きた君が町中に放つロケット花火（ＮＡＳＡ製）

僕達を待つ悲しみに理由付けするため歩く点字ブロック

「第一問ハルニレの季語は春である。○か×か」と尋ねる四月

うそばかりつくお前には御覧なさい、くもりばかりの天気予報だ

不意打ちの春古書店に目覚めればひかりのなかで咲く沈丁花

葬式に向かう乗り物　地下鉄は今朝も喪服の男で満ちる

吊り革を握り男は目を閉じる　祈りのように懺悔のように

にこにことビスコを食べる丸顔のこの子はつよく育ったらしい

山羊たちの手紙の様に終わらない日々を僕らは悪夢と呼べり

白ヤギの最初の手紙に書かれてたはずの中身を思いつつ寝る

載せられた未来の重さに耐え切れず紙の翼が入水自殺

手品師（マジシャン）の指パッチンで地下鉄は車線を変えて海へと向かう

ゆふぐれの夢から醒めて僕はまた君を苗字で呼んだりしてる

ストーブの風を背中に浴びながら　前に見たことある夢を見る

昨日までなにもなかった道の辺で吼える二頭のダンデライオン

この夜がさみしいことは分かってた　アネモネだけのブーケ、きれいね

110号　〈Go to the future〉　　　　　　　

夢のある話をしよう　スーパーのリンゴがうさぎになって逃げてく

やたら手がつめたい君と二人してプラネタリウムで見る星のゆめ

「三日月はオヤツに入りますか」ってつきのひかりのめだかの学校

指先のふるえ　前世でわたくしが羽を持ってたことの証拠ね

涙腺を去勢僕らは生きていくつよいひとにもなれずそのまま

待っている人がいるんだ頼むからお願いだから咲けよ朝顔

こんりんざい、こんりんざいと唱えつつ眠るおまえの手の甲にキス

外人が選ぶ「日本のココがいい！」の一位が天皇陛下になる日

芸術は爆発ですね太陽の塔の頭上に幾つもの星

石けんの香りの空に「さよなら」が星座となって浮かぶ晩夏よ

だめもとで生きてみたんだ　手を振って自分勝手に星をつむいだ

マーカーを引かれなかった助詞たちの白さに目眩がする月曜日

カーテンで切り取られてる校庭に笑っちゃうほど鳩降る火曜

水曜の雨はやさしい　目をあけて空を見ててもぜんぜん平気

曇天の木曜　喫茶「おりおん」の机の配置は北斗七星

流産の知らせを聞きてぶさいくな月の輪郭なぞる金曜

水面に映った星をパンくずと思った魚が呑みこむ土曜

ゆるぎない碧さでもって葉桜がきらめき夏だと気づく日曜

友だちのいない夜更けの部屋などにじゃがりこ齧る音の響けり

いい人でありたい嘘ですぬばたまの心をそこらで喧伝したい

飴を噛み砕いてしまうひとばかり集まる駅前広場の夕暮れ

あの月を受話器みたいに乱暴に掴んで「馬鹿」って絶叫したい

手に持つと崩れてしまう紫陽花のような地球に降りそそぐ雨

Go to the future　宇宙の誰からも見つけられてない星をさがそう

バファリンのやさしささえも辛いから支離滅裂な短歌詠みます


2

